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母子看護学演習 

単位数：２単位            

 

〇福田 誠司：臨床看護学講座 教授 

秋鹿 都子：臨床看護学講座 准教授 

橋本 美幸：臨床看護学講座 准教授 

松浦 志保：臨床看護学講座 講師 

 

１．科目の教育方針 

母子看護領域における関心あるテーマについて、研究計画書作成、データ解析、論文作成、プレ

ゼンテーションまでの研究プロセスを体験し、基本的な研究能力の獲得をめざす。 

 

２．教育目標 

１） 母子看護領域における関心あるテーマに関する文献検討を行い、研究意義、背景、研究目的、

研究方法等を検討し、倫理面を考慮した研究計画書の作成ができる。 

２）実際のデータを解析し、解釈することが出来る。 

３）データをまとめ、論文としてまとめることが出来る。 

４）データを人前で分かり易く発表することが出来る。 

 

３．教育の方法、進め方、評価等 

 【方法と進め方】 

国内外の文献、事例、研究の実例を参考とし、実際に自ら研究計画書の作成、論文作成、発表

に取り組む。 

【評価】 

  評価は演習への主体的参加状況等によって行う。 

 

４．参考文献等 

 テキストは使用しない。 

１）The American Journal of Maternal Child Nursing 

２）及川郁子 監修, 村田惠子編著：病いと共に生きる子どもの看護. メヂカルフレンド社 2000 

３）及川郁子 監修, 田原幸子編著：予後不良な子どもの看護. メヂカルフレンド社 2000 

４）渡辺裕子：看取りにおける家族ケア. 医学書院 2005 

５）才木クレイク･ヒル滋子著：闘いの軌跡 小児がんによる子どもの喪失と母親の成長.  

   島書店 1999 
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５．教育内容 

回 内     容 講師 

1・2 母子看護領域における問題意識、研究テーマについて 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

3・4 母子看護領域において関心あるテーマに関する文献検討（１） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

5・6 母子看護領域において関心あるテーマに関する文献検討（２） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

7・8 母子看護領域において関心あるテーマに関する文献検討（３） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

9・10 母子看護領域において関心あるテーマに関する研究方法の検討（１） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

11・12 母子看護領域において関心あるテーマに関する研究方法の検討（２） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

13・14 研究における倫理的配慮 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

15・16  研究計画書の作成（１） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

17・18 研究計画書の作成（２） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

19・20 研究計画書の作成（３） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

21・22  プレゼンテーションの準備（１） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

23・24 プレゼンテーションの準備（２） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

25・26 プレゼンテーションの準備（３） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

27・28  論文作成（４） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

29・30  論文作成（５） 
福田、秋鹿、

橋本、松浦 

 

 

 

 

 

 


